
様式第２号（第４条関係）
　　　　年　　月　　日

　　　家　族　構 成 ・ 資 産 状 況 等 申　告　書

　　　三種町長　　様
（被保険者証番号　　　　　　　　）

　世帯主氏名　 印

　私の世帯の家族構成・資産の状況等について、次のとおり申告します。

１ 家族構成

番号 続　柄 年　齢 生年月日

1 世帯主 歳

2 歳

3 歳

4 歳

5 歳

6 歳

7 歳

8 歳

9 歳

２ 不動産

延面積 抵当権

土 （１）宅地 有・無 有・無

（２）田畑 有・無 有・無
地

（３）山林その他 有・無 有・無

（１） 持　　家 延面積 抵当権

建 居 借家・借間
住 （いずれかを○で囲んで下さい。） 有・無

物 用 （家賃　　　　　円）

　※市町村で発行する資産証明書・公租公課証明書を添付してください。

有・無

職業又は学年

家族のうち別なところに住ん
でいる方がいるときはその方
の 氏 名 、 住 所 等

有・無（２）その他

所　在　地

勤務先又は学校名その他

所有者氏名

氏　　　　名

所　在　地

所有者氏名



３ 現金・預金、有価証券等　(写しを添付してください。）

円

預貯金額

４ その他の資産

車種 排気量 年式

有・無 　品　名

５ 負債（借金）

金　　額 　借　　　　　入　　　　　先

６ 本年度該当する項目に○印をつけてください。

　・国民健康保険税・市町村民税・固定資産税・国民年金の減免を受けている。

　・就学援助の適用を受けている。

　・身体障害者（　　種　　　級）、長期療養者がいる。

　・母子、父子家庭である。

　・その他公的援助を申請中である。　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（記入上の注意）

（１）この申告書は、申請者が記入してください。

（２）資産の種類ごとにその有無について○で囲んでください。土地については、借地等の場合も記入してください。

（３）有を○で囲んだ資産については、下記に従って記入してください。

　　①同じ種類の資産を複数保有している場合は、そのすべてを記入してください。

　　②有価証券は、例えば「株券、国債」等と記入し、その評価概算額は、現在売却した場合のおおよその金額を記入してください。

　　③貴金属は例えば「ダイヤの指輪」等と記入してください。

（４）書ききれない場合は、余白に記入するか又は別紙に記入のうえ添付してください。

その他高価なもの 有・無

使用

未使用

契約金

有・無現　　　　　　　金

有・無

生命保険その他の保険 有・無

保険料契約先

貴　金　属

自動車（自動２輪を含む。） 有・無

使用状況 所有者氏名

口座氏名

有　　価　　証　　券 有・無

種　　類 額　　　　　面 評価概算額

預　　　貯　　　金 有・無

預金先 口座番号


